IRV T O=F &

n-\ ' _A\:‘ S v Y E bt WS
. eccseeeet S I D 0 - -

{i
4
|

1k FEE

LT AR AR TN SR RS
[TERETIEH] BFIRINE—8BF

BEH3—1
Bt E DR EMEDOZIED
HEYAICET HEEE (B1E)
+i5%F6A28H

i
e -

»»»»»»

o




&QST J1—30IxNF—

O ABTRITVIHMARGE ETRAL, TRVE—ELTHA (b icxEzn)
O h—Ry=1- FSMCEMTESRBCELS, BLBECENIBROAFUSTRIVE -
TR HAR

BEKE Q @ NI
—=x% O mix

o it FTHREEEPIVRILEFEIKRE =ZBKEKDIR FE,
« BKFRE=ZEKFRZTSAVIRRE(CL T, MBELLE(CHhNZA,

71— I+ —THEECKES

IO =7 (N1FRER) BEF (J7RAEMR)



QST 71— IRINF— D%

AR EE DU TRILD T RILF—
- RIS (45 R Sk T
ety TR L

W uR0.2g/ >
T —R92E - IBIERIRE DR AR

T ADSEST
—EXEEED

BT ERDD  BEE. Ry MRE |
ERIGHMELE RR(CEFTZIRImi |
CO, (FH SR fiiBES
FEEVDIVENEZ


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
我々が想定している核融合反応は重水素と三重水素・トリチウムを融合させて、ヘリウムと中性子に変化させる反応で、燃料の質量の約0.4％がエネルギーとなって出てきます。
重水素は海水１トンに33gありますのでほぼ無尽蔵と言えます。
三重水素は天然にはありませんが、リチウムに核融合で発生した中性子を照射すれば作り出すことができます。
そのリチウムは海水１トンに0.2g含まれており、資源としては十分に国内調達できます。
ここにありますように１gの核融合燃料で石油８トン分のエネルギーが出ますので、海水５トンでリチウム1gですから、海水５トンが石油８トンになるということになります。
核融合は外部から燃料ガスを供給して反応を持続させますが、燃料の供給を止めれば、反応は止まりますし、反応で生成される物質もヘリウムですので、環境を悪化させるものは生じません。
環境に優しく安全、安心なエネルギー源になり得ます。
また、超高温のプラズマを制御する必要があり、超電導、ロボットなど最先端技術開発を伴いますので、その技術を社会に役立てることもできます。 
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
●核融合原型炉へのロードマップでは、那珂研におけるJT-60の成果などを踏まえて建設中の実験炉ITERで核融合燃焼を実証し、次の原型炉で発電を実証します。
●下に書かれた幅広いアプローチ活動は、ITER計画と並行して、ITERを支援し、原型炉に向けて足りない技術課題への取り組みを補完する事業として、日欧で協力して実施している活動です。
●青森県六ケ所村にある六ヶ所研では、国際核融合エネルギー研究センターIFERC事業として、原型炉設計、スーパーコンピュータを使った理論シミュレーション、ITERへの遠隔実験活動を推進しています。
●もう一つは、国際核融合材料照射施設の工学実証工学設計活動IFMIF/EVEDA事業であり、プロトタイプの加速器開発を推進しています。

これらと並行して、原型炉に向けた国内計画として、
●ITERへブランケット試験体を持ちこむITER-TBM計画、
●そして核融合中性子源A-FNS計画を進めております。
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